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植物の利用と認識から人びとの自然観を探る
2004 年 4 月 24 日

「民族植物学」とは、人びとと植物の関係を扱う学問である。今回の例会では若手の民族植物学者 3

人に、植物の利用と認識に関する一次データを集めることにより、人びとの自然観を探ることができな

いだろうか、という試みについて発表してもらった。自然観というあいまいで捉えにくく、観察者の主

観に左右されやすいものを、データの裏づけをもって語ろうという意図である。

まず小泉都（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・大学院生）が「ボルネオ内陸部・プナン

の民族植物学」という講演を行った。プナンは約 40 年前まで移動しながらの狩猟採集生活を営み、現

在でも生活の多くを野生動植物に依存している。この研究は東南アジアの熱帯雨林で暮らす狩猟採集民

の植物知識を記録するほとんど最後の機会であり、きわめて貴重な一次データが収集された。ブラウン

は、狩猟採集民は農耕民に比べて二名法が発達しないこと、それは薬用植物や飢饉救済植物の利用が少

ないためであることを指摘した。しかし小泉の提示したデータによると、ブラウンの意見はこれまで調

査対象となってきた狩猟採集民の生活する環境が乾燥地などに偏っていたことに起因している可能性が

ある。データが欠落していた熱帯雨林の狩猟採集民について研究したところブラウンとはかなり異なっ

た結論が得られた。早急な一般化はつつしむべきであろう。

次に小坂康之（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・大学院生）が、「水田に浮かび上がる

森――南ラオスの産米林の植物」について講演を行った。南ラオスでは水田を開くときに森林を皆伐し

ないので、水田中に疎らに木が残っていることが多い。彼は水田以外のさまざまな土地をふくめ、人び

とが植物をどのように利用しているかを調べた。その結果、立地条件にあわせて複数の土地利用タイプ

が組み合わされ、生活に必要な植物の供給源が確保されていた。平坦地の村では林産物が不足しがちに

なるので、水田内に残された木で補い、それでも不足する分は交易でまかなわれていた。また、植物利

用のあり方は、水田の開墾が進むにつれて変化することも明らかになった。

最後に藤本武（人間環境大学人間環境学部・助教授）が「エチオピア・マロの民族植物学」について講

演を行った。マロはエンセーテ（地下茎が肥大するバナナの仲間）ほかのイモ類と穀物を主食としており、

家の周囲で集約的な農耕を営み、遠ざかるにつれて長期休閑型の粗放的な農耕になるという「同心円的

土地利用」が特徴的である。野生植物は同心円的世界観の外縁部に位置し、とくに栽培作物に近縁の野

生植物は忌避の対象となって差別化が強調される。しかしマロが野生植物を蔑むからといって重要性が

低いわけではない。野生植物は、物質文化的利用のほか、環境認識の指標としても重要な役割を果たし

ている。

以上の発表をもとに討論が行われ、以下のような結論に達した。従来、自然観についての議論では不
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十分な証拠のみに基づく一般化がされており、小泉の行ったような調査の空白領域での網羅的記述が重

要である。さらに、小坂のように条件の違いに基づく地域差、個人差、あるいは開墾に進展に伴う変化

に注目することで、差異を越えた一般性がみいだせるだろう。また、藤本が明らかにしたように、物質

文化的利用のみならず、環境認識の指標など情報源としての野生植物の利用にも注目し、農耕など主た

る生業と関連づけることで、人びとの自然観を探ることが可能になるだろう。
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